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天理教教理史断章（60）

その他の文書③
 天理教校研究所研究員

おやさと研究所嘱託研究員
　　安井　幹夫　Mikio Yasui

（続　東田りん）
けれども日さまのおんを、おもわして戴いておりますものわご
ざりません。日さまわ、どんなところで、おなじようにおてら
しくだされますれば、また、た」（７オ）
きびと、おなりくだされまして、とんなものでもみな、もゑて
いたゞけばこそ、たばこのひともおなりて戴けは、ふゆわ、お
こたの火にまで、おなりて頂きまして、よるは、ともしびとも、
おなりて頂きます、りを、火一さいつかどりてくだされますと、
もうしますのでござります。よろづのものを、せいじんさして
頂きます。日でもすいしようや、からすのよふなもので、とら
して頂きますれば、たきび」（７ウ）
ともおなりて頂けますのでござります。この理をこころにおさ
めさして頂きませねばならんものでこざります。
　　國狭の命様
くにさつの命様わ、人間みのうちでわ、すじかわ、つなぎのご
しごうをしてくだされます御神様でござります。人間のほねと
おふせくだされまするものわ、ついでござります。ばらへに
なります」（８オ）
ものを、つぎあわせて、すじでつないでくだされますのでござ
ります。水とちいと日々頂ております。しよくじまで、もたし
て頂けますように、かわでつないでくだされまして、人間のかっ
こうをおこしらゑくだされ、じゆうよふじざいに、もちなやみ
をさして頂ております。くにさつの命様、ご一人おやすみにな
りましたら、からだのかっこうもでけさして頂けませねば、も
ちなやみを、さし」（８ウ）
て頂きますことをできませんものでござります。
世界でわ、人のたべさして頂いておりますものに、かわのない
ものわ、ひとつもござりません。かわのないものにわ、みいの
できさしてくだされますものわござりません。きんせん、ゑん
だん、よろづのもの、つなぎとおふせくだされますのわ、きん
と申しまするわ、きんもぎんもあかがね」（９オ）
しんちゆう、てつ、なべがね、なまりでも、ぶりき、すゞその
ほか、かねのあるだけのものを、きんと申さして頂きますのわ、
きんわ、かねのうちのおうさんでござりますから、きんと申さ
して頂きますのでござります。かねわ、山からほりてわ、つか
わして頂きまして、ほりづかいのものでござりますことわ、ど
なたでも、しりていなさらんおかたわ、ござりません。かねの
たねをとりたり、なへこを」（９ウ）
うゑさして頂いたり、まかして頂いていなさるおかたわ、一人
もござりません。また、ぜにと申さして頂きますのわ、どこゑ
ゆかして頂きますのも、また、きやして頂きますのも、どんな
ものをかわして頂きますのも、ぜになら、どんなことをさして
頂きますのも、ぜに、からだをやらして頂きませへでも、ちよっ
と、てがみでもださして頂きますれば、どんなもでも、もって
きて頂きますれ」（10 オ）
ば、どんな事もして頂けますことを、ゑんだん、つなぎと申さ
して頂いておりますのでござります。この理をこころにおさめ
さして頂きませねば、なりませんのでござります。
　　月夜見命様
つきよみの命様わ、人間みのうちでわほねしんのふんばり、ち

からのごしごうくだされます」（10 ウ）
御神様でござります。ほねとおふせくだされますのわ、七十二
ふしござりまして、七十二かしようつきあわせてござります。
つぎへのものでござります。からだでおもにをもたして頂け
ますれば、みちもあるかして頂けます。どんなじゆうよふもさ
して頂きまして、なにひとつもさして頂けませんと申さして頂
く事のないように、みなさして頂いております。ものに」（11 オ）
ほねわかたいものでござりますかと、申さして頂きますれば、
かたいと申さして頂けませんものでござります。またやらこい
ものでござりますかと、もうさして頂きますれば、やらこいも
のと申さして頂きますことの、できませんものでござります。
ほねわかたいものでござります。けれども、ほねをかたいもの
ともうさして頂きますことわ、できませんものでござります。
また」（11 ウ）
やらこいものと申さして頂きますれば、たゝして頂く事も、あ
るかして頂きますことも、できませんものでござります。御神
様わ、からだわ人間のこゝろをよろこばすように、こしらゑた
ものであると、おふせくだされますのでござります。人間のこゝ
ろでおもにをもたして頂きたいと、おもわして頂きますれば、
つきよみの命様がふんばってくだされまして、おも」（12 オ）
にをもちてくだされますから、おもにをもちてくだされますか
ら、おもにをもたして頂けますものでござります。またみちを
あるかして頂きたいとおもわして頂きますれば、御神様がふん
ばってくだされまして、みちをあるかして頂けますのでござり
ます。どんなじゆうようも、さして頂きたいとおもわして頂き
ますれば、御神様がふんばってくだされまして、どんなじ」（12
ウ）
ゆうよふもしてくだされますから、どんなじゆうよふもさして
頂けますものでござります。人のからだわ、このしごとをさし
て頂けましても、こちらのしごとわ、さして頂けませんと、も
うさして頂きますような、からだでわござりません。なにごと
でも、なになりとできさして頂けます、からだでござります。（13
オ）
世界でわ、よろづのものに、ふんばりとおふせくだされますわ、
はなのさかして頂きますものわ、はなのさかして頂くまで、み
いのならして頂きますまで、ようにたゝして頂きますものわ、
ようにたゝして頂きますまでたつわ、土のうゑへはわしてくだ
されます、つるのものでも、ふんばって頂きますあいだ、みい
もならして頂き、あじもできさして頂けますのでござります。
ふんばってくだ」（13 ウ）
さらぬ、たをれたものにわ、はなもさかして頂けねば、みもな
らして頂けねば、あじもできさして頂けません。ふんばって、
ちからのごしこうして頂けばこそ、花もさかして頂けば、みも
ならして頂き、あじもできさして頂きますあいだ、ふんばって
くだされますりを、よろづふんばってくだされますと、もうし
ます。たちやふんばってくださると、もうさして頂きますのわ、
はしらの」（14 オ）
よふな、三寸か四寸かの木が、なんぜんぐわんと、もうさして
頂きますような、おもにをもたして頂く木も、松のように、よ
こにねやして、おもにもわたしてくだされますきも、ござりま
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すれば、かしやけやきのような、かたい木もござりますれば、
きりのきのような、やりこいきもございます。これみなやまで、
よふにたつまでのあいだやまで、ふんばってくだされますと、
もうします。こ」（14 ウ）
の理を、こころにおさめさして頂きませねば、なりませんもの
でござります。
　　雲讀の命様
雲讀の命様わ、人間みのうちでわ、のみくいでいりの、ごしご
うくだされます、御神様でござります。人間にわ、たべものほど、
たのしみのものわござりませんので、うたいも、まいも、のり
のかげともう」（15 オ）
さして頂きまして、たべさして頂きますものほど、たのしみな
ものわ、ござりませんのに、たべさして頂きたいと、おもわし
て頂きましても、たべさして頂きますものに、あじがござりま
せいで、たべとむないと、おもわして頂きますときもござりま
すれば、たべたいとおもわして頂きますときに、たべるものわ、
たくさんにござりますし、おかねもたくさんにござりますし、
まくらもとに、たべさ」（15 ウ）
して頂きますものわ、やまのように、つみならべてござりまし
ても、からだわ、どこもわるいところのござりませんときに、
たべさして頂きたいと、おもわして頂きましても、たべさして
いたゞけません。かくともうしまするものも、ござりますれば、
ださして頂きたいと、おもわして頂きましても、しようべんつ
まり、ふんづまりになりて、おいしやに、きかいでだして頂い
てもろふていなさる人も」（16 オ）
ござりますれば、はらはりと、もうさして頂いております。ち
よまんと申します、やまいもござります。また、しもへですげて、
こまりていなさるおかたも、ござりますれば、かみへこみかへ
して、こまりていなさるおかたもござります。わがみでたべさ
して頂くのでわ、ござりません。みなこの御神様のごしごうで
ござります。」（16 ウ）
世界でわ、よろづのもの、ちめんで、ふくんでござります水を、
すいあげてくだされまして、まいよへに、よつゆをさげてく
だされまして、また、ちにござります水を、もや、きりとなし
くだされまして、てんへすいあげてくだされまして、また、あめ、
あられ、ゆきのもとなりて、おさげくだされまして、うるをい
をくだされますことを、すいきあげさげのごしごうくだされま
すと、もう」（17 オ）
さして頂きますのでござります。このりを、こころにおさめさ
して頂きませねばなりません。
　　可志古泥の命様
かしこねの命様の人間のみのうちでわ、ことばふきわけのごし
ごうをしてくだされます御神様でござります。人わくちさへご
ざりますれば、ものをゆわして頂けますが、しだがあり、こゑ
があり」（17 ウ）
いきさへござりましたら、ものをゆわして頂けるように、人わ
みなおもわして頂いております。けれども、おしのをかたでも、
くちもござりますれば、いきもござります。したもごだります
れば、こゑもござりますのに、ものをゆわして頂けませんおか
たもござりますれば、みゝがござりましても、きこゑさして頂

けません。おし、つんぼうともうしまする人もござります。も
のゝどうり」（18 オ）
で、はなしをさして頂きますれば、ふゑわ、いきをいれさして
頂きますれば、なるどうぐでござります。けれども、ゆびをあ
てさして頂きませねば、ものをわかりませんのも、人間わ、い
きもござりますし、こゑがござりますけれども、かしこねの命
様の、ごしごうをして頂きませねば、ものをゆわして頂きませ
んのも、理わおなじどうりなものでござります」（18 ウ）
世界の風ふきわけしてくだされますと、もうさして頂きますの
わ、よろづのものわ、みな風で、できさして頂きますのでござ
ります。風わ月日様のいきでわござりますけれども、西風がふ
かしてくだされば、東へなびかしてくだされ、東の風わ西へ、
北の風わ南へ、南の風わ北へ。この四方すまへまで、ふきと
うしてくだされますを、風ふきわけと、おふせくだされますの
で」（19 オ）
ござります。この風を、八ぽうふきとうしてくだされますので、
よろづのものをできさしてくだされますのでござります。いま、
人がみな、もうさして頂いてをりますのわ、やまがござります
ので、風がとうりません。あらしがとうりません。また、あん
まりものができすぎましたので、風がとうりませんので、よろ
づのもの、はもすくのうござりますれば、はなもすくのうござ
ります。みも」（19 ウ）
すくのうござりますして、あじもわるうござりますと、もうさ
して頂いてますよふなことわ、みなもうさして頂てをります。
けれども、風ふきわけしてくだされますので、よろづのものも、
できさして頂きますれば、みいりもさして頂いております、こ
とのりを、こころにをさめさしていただきませねば、なりませ
んもので、ござります」（20 オ）
　　大食天の命様
大食天の命様わ、こ〔子〕のできさして頂きますときに、たい
ないで親とことのゑんづるを、きりはなしてくだされますので、
こがいりをさして頂きますのでござります。これをたいないで、
おやこのりをきると、おふせくだされますのでござります。」（20
ウ）
世界わきりはさみと、おふせくだされますわ、人間のたべさし
て頂きますもの、できさしてくだされたものを、はものをもつ
て、きりはなしてくだされまして、はあで、きりこなして、人
のやしないものと、なしくだされますので、ござります。この
おん神様に、きりて頂きませねば、地からできさしてくだされ
ましたなりで、すぐにたべさして頂きますものの、一ツもござ
りません。」（21 オ）
またはものがござりませなんだら、家をたてさして頂きました
り、よろづのものをこしらへさして頂くこともできません。山
で木をきらして頂くことだけでも、できません。女のつかわし
て頂きます、はさみ、そのほか、いろへのはさみがござりま
せねば、できません事がたくさにござります。このはもにごし
ごうくだされますのを、きりはさみのごしごうと、おふせくだ
され」（21 ウ）
ます。大食天の命様わ、金のうちのはがねに、こころいりこんで、
ごしごうしてくだされます御神様でござります。この理を心に
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